
Game Makerで作る! 

プログラミングなしゲーム作り 
        さん（  ） 
 小学生のころはゲームが好きで、学校から帰るとずっとやっていました。そう

です。Wiiのスマブラやマリカといえば伝わるでしょう。一日に[自主規制]時間も

やっていて、あのころはよかったものです。 

 しかしそんなにやっていると、当然「飽き」が来たのです。ああ、これから何をし

たらよいのだ。私は途方に暮れました。そこで思いついたのです。自分で作ったら

のよいでは、と。そこからですね。私がゲーム作りを始めようと思ったのは……。 

 …なんて偉そうに書いているけど、こいつ飽きっぽいからまだ一個も完成して

いないんだ。それで、ライブなんかしちゃって。「みなさんもぜひその簡単さと楽

しさを感じてみてください。」だってさ。しかも機会があったら今度はコードを使っ

たライブをやりたいっていうから、あさましきことこの上なし。 

第57号 2017年12月19日（火） 札幌南高等学校図書局発行 

裏面の『〈六華の棚〉に思いを寄せて』で紹介しています。 

 朝家を出て図書館へ向かい、帰る頃にはもう日が沈んでいた。それ

がなんだか不思議で、新鮮だった。大好きな図書館で一日中本を読

んでいられる、それは夢のような体験だった。 

 みんな思い思いにやってきて、思い思いに「自分の場所」をつくっ

た。私は狙っていたソファに先客がいて少し残念に思ったが、差し込ん

でくる日の光が気持ちいい窓辺の席を選んだ。持ってきた本の中から

村上春樹の『海辺のカフカ』を手に取り、一呼吸して物語の中に身を沈

めていった。この本はかなり前から読みたいと思っていたのだが、高

校生になってからというものめっきり時間が取れなくなり、本棚の飾

りのようになってしまっていたのをやっと読める絶好の機会だと思っ

て選んだのだった。そして、驚いた。私の求めていた世界が、そこに

あったのだ。大げさだと思わないでほしい。ただただ、感動した。こん

な出会いは初めてだったからだ。私の心にぽっと火がついたような、

そんな感覚で、それからしばらくはそのことしか考えられなくなった。

と、この感動の記憶を書き尽くしてしまいたいと思うのだが、語って

も語っても言葉は次々と出てくるからまたの機会を待つことにしよ

う。 

 図書館にいる人みんな、その日だけは時を忘れ、勉強のことも嫌な

ことも忘れてただひたすらに本を読み、その世界に浸った。そしてそ

れは、それぞれの心にそれぞれの思い出を残しただろう。閉じたばか

りの世界の余韻に身を包みながらふと見渡すと、図書館は静かな満

足感で満ちていた。（    ） 

図書館での忘れられない一日 

～11月12日、読書の日～ 

われおもふ、 

ゆえにわれあり 
－今年の漢字編― 

                   さん（   ） 
 当日しゃべったことを忘

れてしまったので延長戦と

称してちょっとしゃべらせ

てください。 

 今年の漢字が“北”に決

まったみたいですね。“北”

朝 鮮、九 州“北”部 豪 雨、

“北”海道日本ハムファイターズ、“キタ”サンブラックなど

がその理由としてあげられるそうです。でも、本当にそ

うですか？本当にそれでよいのですか？（復習：私がこ

ういったら要注意。） 

「今年の漢字」というのは公益財団法人日本漢字能

力検定協会が主催していることはご存知ですね。ちな

みに、今年の応募総数は15万3594票でそのうち“北”の

得票は7104票だそうです。ここまででもう、言いたいこ

とはわかりましたね。仮にこの標本が日本国民の縮図だ

としても、おかしいんです。だってたった4.6％ですよ、

“北”が今年の漢字だと思った人。残った95.4％の人はど

こ行っちゃったんですか‼ 

ちなみに、私の今年の漢字は“南”ですかね。 

▲発表に聞き入る参加者の  

 皆さん 

 
 

相
関
関
係
と
因
果
関
係
の
狭
間
で

 

  

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
付
の
毎
日
新
聞
で
第
六
三
回
学
校
世
論
調
査
の
結
果
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て”

読
書
と
私”

と
い
う
テ
ー
マ
で
考
え
て
み
ま
し
た
。 

 

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
忙
し
い
ん
だ
。 

 

今
年
行
わ
れ
た
読
書
調
査
に
よ
る
と
、高
校
生
の
不
読
率
（一
ヶ
月
に
一
冊
も
本
を
読

ま
な
い
人
の
割
合
）は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
ら
し
い
。
全
国
に
高
校
生
は
何
人
い
る
か
知
ら

な
い
け
ど
、そ
の
二
人
に
一
人
が
一
ヶ
月
に
一
冊
も
本
を
読
ま
な
い
な
ん
て
…
…
。
と
は

い
う
も
の
の
、高
校
生
は
忙
し
い
。
そ
ん
な
中
で
あ
え
て
読
も
う
と
思
う
ほ
ど
の
本
が
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、そ
れ
に
甘
ん
じ
る
南
高
生
で
い
い
の
？ 

 

こ
こ
ま
っ
で
読
ん
で
ギ
ク
ッ
と
し
た
人
、本
が
待
っ
て
い
ま
す
よ
。
あ
と
す
こ
し
で
冬
休

み
。
本
を
読
む
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
る
は
ず
。
（  

） 
 

私
が
本
を
読
む
理
由
。 

 
 

本
を
読
む
べ
き
だ
、と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
言
語
力
や
読
解
力
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
読
書
は
必
要
だ
、と
。 

 

私
は
小
説
を
よ
く
読
む
方
だ
と
思
う
け
れ
ど
、こ
う
い
っ
た
国
語
の
力
に
生
か
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
何
度
も
戻
っ
て
読
み
直
し
て
も
い
な
い
し
、隣
に
辞

書
も
置
い
て
い
な
い
。
主
人
公
の
行
動
の
意
味
や
場
面
の
変
化
な
ん
て
、
読
み
取
れ
な

か
っ
た
な
ら
そ
れ
で
い
い
と
思
う
の
だ
。 

 

本
当
に
読
書
を
す
る
べ
き
な
の
か
。
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
渡
っ
て
い
て
も
、力
は
つ
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
読
解
力
を
養
う
た
め
に
本

を
読
む
と
い
っ
た
無
理
な
関
係
が
楽
し
み
と
し
て
の
読
書
を
侵
食
し
て
い
る
気
が
す

る
。
私
は
大
好
き
な
本
を
国
語
の
勉
強
に
使
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
（   

） 
 

己
ノ
欲
セ
ザ
ル
所
…
…
。 

本
を
読
む
の
が
好
き
。
気
づ
い
た
こ
ろ
か
ら
、本
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
。
で

も
、世
の
中
は
私
だ
け
が
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
本
が
大
っ
嫌
い
な
人
も
当
然
い
る
。
こ
こ

に
本
が
好
き
な
人
が
陥
り
や
す
い
罠
が
あ
る
。
本
が
嫌
い
な
人
に
と
っ
て
読
書
を
押
し

付
け
ら
れ
る
こ
と
は
苦
行
で
し
か
な
い
。
も
っ
と
本
が
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。
さ
ら
に
言
う
と
、読
書
は
趣
味
で
あ
る
。
決
し
て
勉
強
で
は
な
い
。
下
心
を
持
っ
て

本
を
読
む
人
に
読
書
家
を
自
称
し
て
ほ
し
く
な
い
。
電
車
内
で
は
本
を
読
む
こ
と
の
方

が
携
帯
を
い
じ
る
こ
と
よ
り
も
高
尚
だ
っ
て
？
笑
止
千
万
で
あ
る
。
（  

） 

~EVENT WEEK~ 
時を忘れてしゃべった、 
きいた、かんがえた。 

 
12月11日（月）～12月15日（金）の一週間を“EVENT 

WEEK”と題して図書局員がライブを行いました。プレゼ

ンターによるちょっとした延長戦をお送りします。       

←このマークは関連やおすすめの本の紹介です。 

数列の秩序とでたらめ 

                さん（   ） 

 

 数学って楽しいと思

います。それをいろい

ろな人とシェアしたい

なと思って、今回話をし

ていました。実際に三

角関数から楕円が生ま

れておもしろい、といっ

てくださった人がいて、嬉しかったです。     

 また、話し終わった後に少し質問をされたのです

が、それは自分が予想も思考もしていなかった問い

でした。勉強不足を自覚するとともに、新たな問いを

提示されたような気分にもなりました。自分のために

もなる良い場でした。 

 ところで、数学者には変なエピソードが多いです。

人が見つけた公式を勝手に公表した、自分の家の皿

の位置も覚えていなかった、証明を余白が足りない

と言って書かなかった……。挙げればきりがありませ

ん。そういった数式とは関係の無い数学の話をして

みるのも楽しそうだと思いませんか。数学が大嫌い

な人も、それなりに好きな人も、見方を変えてみれ

ば、いつもとは違う顔が見えてくるかもしれません

よ。 

 『マスペディア1000』（ディスカヴァー・トゥエンティ

ワン）という本をご存じですか。世にも珍しい数学の

事典です。手に取って数ページ眺めるだけでも楽しいです

よ。  

 NEWSPAPER IN LIBRARY 

居眠りできないクラシック 
             さん（  ） 

 

 クラシック音楽って

恐ろしいと思われた

らいやで、ライブで

は紹介しなかったエ

ピソードを一つ。 

 ベートーベンは交

響曲第9番を書き、そ

の後命を落としました。それからというもの、交響曲

を九つ書いて死ぬ人が続出。クラシック界では、「第

九の呪い」と言われるまでになってしまいました。 

 マーラーはこれを恐れたのか、九番目に書いた交

響曲に、「交響曲」ではなく「大地の歌」と名付けま

した。ほっと一安心ですね。ところがマーラーはその

後、「交響曲第9番」を完成させてしまいます。そし

て、なんと第10番の作曲中に死んでしまったので

す。作曲するというのはまさに「命がけ」なのです

ね。 

 こういう話を聞いてから音楽を聴くとまた違った

ふうに聴こえてくるものです。本当に呪いがかかっ

ているのか、それとも呪いがかかっていると思い込

んでいるからこそ呪いが降りかかってくるのか、な

んて哲学的なことを考えながら、マーラーの未完成

の交響曲を聴いてみるのも結構楽しいですよ。 

 
『音楽の捧げもの』（音楽之友社） 

 音楽の父バッハが晩年に作曲した名曲。楽譜をよ

く見てみると、驚くべきトリックが隠されていることに気づ

く。楽譜を眺めながら音楽を一緒に聴けば、楽しさが倍増

すること間違いない。 



京
都
通
信EX

TR
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～
旅
人
と
本
～ 

 
 
 
 
 
 

南
六
十
四
期 

        

さ
ん 

  

本
を
読
む
の
に
最
適
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
種
々

存
在
す
る
。
喫
茶
店
で
ち
ょ
っ
と
気
取
っ
て
読
む
本
、
図
書
館
で

落
ち
着
い
て
読
む
本
、
家
の
ベ
ッ
ド
で
寝
っ
転
が
り
な
が
ら
読
む

本
。
そ
ん
な
中
で
も
サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
『
人
間
の
大
地
』

は
、
テ
ン
ト
の
中
で
寝
袋
に
く
る
ま
り
な
が
ら
読
む
べ
き
本
だ
。 

 

こ
の
本
は
、
『
星
の
王
子
様
』
で
有
名
な
サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ

リ
自
身
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
彼
が
初
め
て
空
に
駆
り
出
し
た
時

の
こ
と
に
始
ま
り
、
た
ま
た
ま
舞
い
降
り
た
砂
の
シ
ー
ツ
の
こ

と
、
空
か
ら
見
下
ろ
す
た
び
に
思
い
出
す
で
あ
ろ
う
人
々
の
こ
と

な
ど
、
彼
の
経
験
し
た
空
・
大
地
・
人
間
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。 

 

こ
う
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
群
は
、
旅
を
す
る
僕
た
ち
に
非
常
な
勇

気
を
与
え
て
く
れ
る
。
見
知
ら
ぬ
人
々
と
の
一
瞬
に
一
喜
一
憂
さ

せ
、
朝
に
食
べ
る
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
大
地
を
想
起
さ
せ
、
そ

う
し
て
ま
だ
見
ぬ
素
晴
ら
し
い
世
界
へ
の
足
取
り
を
軽
く
さ
せ

る
。
自
ら
が
テ
ン
ト
の
寝
袋
と
い
う
非
日
常
に
い
る
か
ら
こ
そ
、

彼
の
飛
行
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
と
て
つ
も
な
く
親
密
で
、
愛
あ
る
も

の
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。 

 

僕
に
は
彼
が
「
人
間
の
在
り
方
」
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
「
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
て
は
じ
め
て
幸
せ
に
な
れ

る
」
と
彼
は
言
う
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
偏
見
の
軛
（
く
び

き
）
か
ら
自
由
に
な
り
、
人
間
同
士
の
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

重
要
だ
、
と
示
唆
し
て
い
る
。
人
間
同
士
が
時
間
を
か
け
て
「
な

つ
く
」
こ
と
が
大
事
だ
、
と
い
う
の
は
、
彼
の
哲
学
か
も
し
れ
な

い
。 こ

こ
で
も
、
彼
は
旅
人
を
暗
に
讃
え
励
ま
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
旅
に
お
い
て
は
自
分
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
り
、
そ

れ
を
自
分
で
見
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ど
う
し
て
も

人
と
関
わ
り
、
生
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
（
道
連
れ
が
い
る
な
ら
尚
更
で
あ
る
）
。
そ
れ
ゆ
え
素

晴
ら
し
い
旅
は
先
に
述
べ
た
「
人
間
の
幸
せ
の
条
件
」
を
満
た
す

こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
こ
の
本
は
旅
人
を
人
間
そ
の
も
の
で
あ

る
と
肯
定
し
、
次
の
旅
へ
と
い
ざ
な
う
。
こ
う
し
た
思
い
も
、
旅

人
だ
か
ら
発
信
で
き
、
そ
し
て
旅
人
だ
か
ら
こ
そ
受
け
取
れ
る
も

の
だ
と
僕
は
確
信
し
て
い
る
。 

 

『
人
間
の
大
地
』
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
普
段
読
む
本
、

あ
る
い
は
読
み
つ
く
し
た
本
で
も
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
変
わ

る
と
受
け
取
る
も
の
も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
受

け
取
っ
た
も
の
を
消
化
す
る
の
に
も
長
い
時
間
を
要
す
る
。 

旅
は
新
た
な
世
界
と
十
分
な
時
間
、
こ
の
二
つ
を
確
保
し
て

く
れ
る
。
お
気
に
入
り
の
本
と
旅
に
出
れ
ば
、
新
た
な
世
界
を
自

分
の
う
ち
に
開
拓
で
き
る
だ
ろ
う
。 

書架の隙間から ―本を読む 書評を読む 解答ではなく問題を 

『君たちはどう生きるか』 吉野源三郎・著 岩波書店/漫画版：羽賀翔一・画 マガジンハウス 

                                                  書評 読売新聞 2017/12/4（月） 暁方ミセイ 

 この物語は決して英雄譚ではない。成

功秘話でもない。どちらかと言えば失敗

談だ。成長譚ではあるが、完結はしていな

い。これから変わる、その前日譚だ。 

 物語の主人公たるコペル君は、とある

一件で友人との約束を破ってしまう。目の

前で友人が殴られているのに、コペル君

は何もできなかった。一緒に立ち上がろう

と、友人を守ろうと、固く誓ったはずなのに。その後も、友人に会いに行くこと

も、謝ることもできずに、一人、床の中でコペル君は悩み続ける。 

 この話における正解、最適解は友人との約束を守り一緒に殴られること、あ

るいは約束を守れなかったことを直ちに謝ることだ。しかし、コペル君は解答

を間違えた。これこそ、｢君たちはどう生きるか｣が今も読み続けられる所以

だろう。 

 歴史における聖人、道徳における善人はこんな間違いを犯さない。彼らは

常に正しい行いを、より良い行いをしてきた。そんな彼らを模範として努力し

ている私たちには、コペル君が置かれた状況を読んで、どうすれば良いのか、

なんてわざわざ言われなくてもわかる。しかし、そこで正解がわかっても、そ

れを行動として示すことは難しい。自分が悪いと腹の底ではわかっていても、

言い訳をしたり、責任転嫁をしたりして自分を正当化しようとするだろう。そ

んな私たちの人間としての弱さや、目を逸らしたくなる感情や業を、コペル君

はそのまま映し出している。目線は、思考回路は、私たちと同じだ。 

 漫画では、悩める人はコペル君だけではない。叔父さんも自身のことにつ

いて悩んでいる。書評でも述べられたように、「上から目線気味だった叔父さ

んは、内面の葛藤を付け加えられ、二人は対等な関係性になり」コペル君と一

緒に問題を解決しようとしてくれる。そんな叔父さんの態度は物語への親し

みやすさを一層深くして、「お説教くささ」を軽減してくれる。文庫本よりも情

報量が減ってしまったことは否めないが、最初の一歩を踏み出すためには

ちょうどいいと思う。 

 コペル君の問題は自分自身の問題とリンクさせて考えられる。このときに重

要なのは、正解ではなく、計算過程だ。解答があっても、問題と、それに至る経

緯が存在しなければ、その解答の意味を真に理解することはできない。 

 この本はいわば問題集だ。いや、この本に限らず多くの啓発書は問題集と

いえる。しかし、多くの啓発書は一般化されすぎていて、現実味に欠ける。名言

集にいたっては、問題が無い、ただの解答集だ。自己を見つめ直し、考え直す

ためにこの本はピッタリだろう。直面している現実の問題を解決するために、

似たような事例について考えてみることは有効な手段の一つだ。 

 この本は、解答集ではなく、問題集だ。解答は示されているかもしれない

し、示されていないかもしれない。ただ、今なお多くの人に読まれ続けている

ということは、この問題集は、解くに値し、次の問題へとつながる、問題集な

のだろう。 

 作者は一つの問いを投げかけて物語に一度幕を下ろす。“君たちはどう生

きるか”。どう生きるべきかでもなく、どう生きたのかでもなく、どう生きたい

かでもない。どう生きるか。この問いに対する解答を考える、その思考を始め

るための足掛かり。問題を解くのは、私たちの役割だ。（    ） 

” ║ ‚͔͔ 

題字/書道部     さん カット/     編集/ 

 

○冬休み長期貸し出し中です！ 

 冊数は無制限です。 

○今日から講習期間中の開館日 

 は、右記のとおりです。 

○本を返し忘れてる人いません 

 か。閉館中は廊下の返却ポスト 

 に入れてください。 

information  
12/19（火）： 午後 

12/21（木）： 午後 

12/22（金）： 午前 

12/25（月）： 午後 

12/26（火）： 午後 数学の超難問、「ABC予想」が証明されたそうですね。授業が異言語に聞こえるほどに数学は苦手ですが、こういったものにはロマンを感じます。都合がいい生き物です。   

                                                                     （  ） 

ƸА ǵ ƹǲדǋșὫǢǭ Аᶥ 

『逍遥通信』なるものを知っているか。別に知らずとも良

い。私も最近まで知らなかった。なんでも、おじさんたち（ただ

し、おじさんには敬意がこもっているものとする。）が編集し

たいわば「おじさん版『四面書架』」である。おじさん版となる

ことで“多少”分量が増えているが……。 

私は、思う。私も、こんなおじさんになりたいナ、と。『逍遥

通信』のおじさんたちは、どことなく批判的だ。批判的、とい

うのは決して悪いことではないと思う。いや、むしろ好い。物

事の神髄がわかっていないとそんなこと、逆立ちしたってで

きないから。現状がこのままではいけない、という危機意識

があってこそできる。そう、危機意識。読んでいてひしひしと

伝わってきた。 

『逍遥通信』は短い記事（エッセイ、評論、書評、なんと紙上授業まで……。）

がたくさんと、（こちらはまだ読んでないものの、）長編の小説。その中の記事

の二つに、私が知ってるある本が載っていた。そういえばこの本、今年の校内

ビブリオバトル予選会で紹介してた人がいたような……。『1984年』（ジョージ・

オーウェル著／早川書房）だ。1948年からみた仮想の1984年を描いたこの作

品。ユートピア（＝理想郷）と正反対の社会を描いたディストピア物語として知ら

れている。あっ、そうだ！今年、2017年からみた2084年を描いた『2084年』（ブ

アレム・サンサル著／河出書房新社）が出版された。このことは、何かつながり

があるのだろうか……？ 

（『逍遥通信』について）まあ、ともかくも読んでみてつまらないものではな

かったし、興味本位で一読してみるのも悪くはあるまい。そういえば、巻末にこ

う書いてあった。“現今日本の精神・文化に一撃を加えんとする本誌の方向性

にご賛同いただける方の寄稿を歓迎します。” フン、フフン！ 

 

〈お知らせ〉朝日新聞2017年12月9日付道内版「北の文化」に『逍遥通信』の編集

人澤田展人さんの「なぜ個人文芸誌なのか」が掲載されました。記事は図書館

に掲示していますので興味のある方はぜひ。（ ） 

▲南高OB作成 

 2017年10月 

 25日第２号 

出会いに感謝 『花埋み』  
             渡辺淳一・著 講談社 

 

 私は渡辺淳一が苦手だった。けれどもどうやらそれは“食

わず嫌い”だったのかもしれない。彼には“売れるために本を

書く”というイメージがあった。けれどもこの本は違うかもし

れない。なんというか、“強く生きろ”と後押しされるような、

そんな印象を与える。久しぶりに求めていた本に出会えた。（ ） 

 ‏ ⁯‗‡”


